













The Improvement of Mathematics Lessons
 











































































写真１ グループ学習の様子 写真２ 授業反省会の様子
























































































































































































































































































































写真５ 協力しながら活動する生徒 写真６ 半球面に紐を巻きつけている生徒
28 西谷 泉
授業テーマ：「文字式の計算の性質」
授業者：Mensih Rumimpunu氏（男性）
?授業>参観者＝Dinas（県教育委員会）の Jeffery氏、
西谷
今日は通常授業を参観した。これまで参観した授業
は、公開するためによく準備したものであったが、本
時は急遽参観をお願いしたもので、公開のための授業
ではなく、日常の授業である。授業は計算法則（交換、
結合、分配法則）の復習から始まり、具体例を挙げて
文字式の計算を説明する。その途中で、何度か生徒に
質問するが、緊張してか、恥ずかしいのか、答えよう
としない。こういうことが２、３回あり、教師はあき
らめたのか、それからは全体には質問するが、個人指
名はしなくなった。指導の工夫としては、例えば「机
が２つ、椅子が１つ、さらに机が１つ、椅子が１つあっ
たら、全体で何が幾つあるか考えるのに、机（Meja）
をＭ、椅子（Kursi）をＫで表し、２Ｍ＋１Ｋ＋１Ｍ＋
１Ｋはどうなるか？」というように具体物を例にしな
がら文字式の計算を説明したのは、数学が苦手な生徒
に配慮した大変よい工夫であった。しかし、式変形の
中で、使う法則を説明し、比較的丁寧な説明であった
が、扱う問題をその場で考えながら思いつきで書いて
いる感じで、板書も雑で、式変形で改行しても＝を書
かなかったり、という問題点もあった。
その後、幾つか練習問題を与えたが、出来ていない
生徒が３～４割いた。数学が苦手な生徒が多いことは、
授業初めの生徒の状況を見て直ぐにわかった。教師も
それに気付き、隣の生徒と相談するようにすすめた。
それによって、班によっては、良く相談したり、教え
合っていたが、多くのは班では相談しても分からずお
手上げ状況があった。教師は何も言わなかったが、こ
ういう時は「前後、左右、どこの班と相談してもよい」
と言って交流の機会を増やす工夫があったら良かった
と思う。最後に例によって、評価小テストを行ったが、
相談する生徒がいたり、隣を見て書いている生徒がい
たりで、テストの意味がない。この小テストを回収し
て、授業は終わった。
?反省会>出席者＝Jeffery氏（Dinas）、西谷、校長は
最後の辺りで参加。
授業者は、今日は大いに緊張した。自分なりには良
い授業を計画したつもりだったが、実際には計画通り
にいかず、準備したLKS（生徒用課題用紙）も教員室
に忘れてしまい、正直本時は失敗だった、と大変正直
に話してくれた。
Dinasの Jeffrey氏（大変熱心な方）は、生徒の興味
を引く工夫があり、良い点もあったが、幾つか問題点
もあった。スケナリオ（授業計画）をしっかり書くこ
とが大切、と説明した。
私からは、良い点・改善すべき点として上述の点を
説明し、「授業はそういつもうまくいかない、失敗と思
うときもある、その後が重要である。どのようにして
問題点を改善するか、ここで有効なのが授業研究であ
る。同僚の協力で改善するのである。」と述べ、激励し
た。意欲があり、誠実な教員なので今後の向上を期待
したいものです。
?．終わりに
約３年前に本校（グラティ第２中学校）が取り組み
を始めた頃と比較すると、当時授業公開の経験も無く、
授業者は公開に抵抗し、反省会では授業者の粗探しや
批判が多くて、授業者が「二度と公開したくない」と
言っていたのが、現在では、多くの教師が「同僚から
の助言が大変参考になるから、もっと授業公開したい」
と言うようになり、生徒らの学習意欲や態度も向上し、
成果を上げつつある。授業研究の方法が授業改善に有
効に働いていると考えられる。
インドネシアの中学校教育の大きな問題点の１つと
して、中学校卒業前に行なわれる全国統一試験（UAN）
がある。この試験の結果によって卒業や進学が決まる
ので、生徒・教師・保護者が揃ってこれを大変重要視
している。UANの学校毎の結果は公表されるので、地
域の関心も高く、結果が悪ければ教育委員会から学校
長に厳しい指導があり、校長は教員等に厳しく指導す
るので、教員らは厚い教科書をきちんと終わらないと
いけないし、成績も良くしないといけないというプ
レッシャーを常に受けている。インドネシアの中学校
の教員は全体的に真面目で、意欲的な人が多いように
思う。まだ極一部の地域・学校ではあるが、教員らが
大きな重圧を感じながらも、授業研究の活動を通して、
授業改善の方法を知り、生徒の変容に触れ、教育の目
標を見直し、一歩ずつ前進しているのが現状である。
29インドネシアの中学校の数学の授業改善の取り組みについて
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